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◇「
地
域
予
算
事
業
計
画
書
提
出
」

　

10
月
17
日
、
市
内
の
地
域
会
議

委
員
が
一
堂
に
会
す
る
「
栃
木
市

地
域
自
治
交
流
会
」
が
、
西
方
総

合
文
化
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
栃
木
市

地
域
会
議
連
絡
調
整
会
議
の
佐
山

正
樹
会
長
と
鈴
木
市
長
か
ら
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
地
域

予
算
事
業
計
画
書
（
以
下
、「
事

業
計
画
書
」
と
い
う
）
の
提
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
書
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
始
ま
っ
た
「
地
域
予
算
提

案
制
度
」
に
則
り
各
地
域
会
議
が

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

地
域
会
議
は
、
地
域
の
こ
と
を

熟
知
し
、
地
域
活
性
化
へ
の
意
欲

を
持
つ
地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
代
表

者
と
言
え
る
地
域
会
議
が
、
一
定

の
枠
の
中
で
予
算
の
使
い
道
を
提

案
（
事
業
計
画
書
を
提
出
）
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
を
効
率

的
に
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

藤
岡
地
域
に
割
り
当
て
ら
れ

た
、
平
成
28
年
度
事
業
分

（
２
８
８
万
円
）
の
使
い
道
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
次
の

２
事
業
を
市
へ
提
案
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
書
の
提
出
を
受
け
、

市
で
は
、
事
業
実
施
に
向
け
て
所

管
課
を
中
心
に
作
業
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
事
業
名
】

・
観
光
案
内
看
板
整
備
事
業

・
田
中
正
造
翁
銅
像
周
囲
整
備
事
業

◇
研
修
会

　

交
流
会
後
半
は
、
一
般
財
団
法

人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
前
神

有
里
氏
を
講
師
に
迎
え
、
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ゲ
ー

ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
交
流
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
前
神
氏
か
ら
愛

媛
県
の
地
域
活
性
化
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
、
自
ら

の
地
域
に
生
か
そ
う
と
、
真
剣
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
、
他
の
地
域
会
議
委
員
と

の
交
流
の
機
会
は
少
な
い
た
め
、

委
員
同
士
が
共
に
学
び
、
意
見
交

換
を
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

地域課題の解決を目指して！

▲田中副会長（写真左）から鈴木市長（写真右）へ
事業計画書が手渡されました。

※
事
業
計
画
書
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
２
・
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

地
域
自
治
交
流
会

前神氏のお話
に集中してい
ます。

「こんなまちにで
きたら･･･」まちづ
くりへの「夢」を
発表しました。
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地域予算事業計画書１
事業名「観光案内看板整備事業」

何が課題なのか？

○ラムサール条約登録湿地

となった渡良瀬遊水地を有

する藤岡地域を訪れる方を

迎えるために、既存の観光

案内看板では、車利用者な

どにとって見づらく、老朽

化している。

▲看板表面の様子（新波地内）

▲看板周囲の状況（幡張地内）

事業の概要は？
○内容

　観光案内看板に、渡良瀬遊水地のキャラクター

などをデザインして、渡良瀬遊水地を有する藤岡

地域をPRし、快く来訪者を迎える看板とする。

○事業費

　1,890 千円

渡良瀬遊水地キャラクター

劣化により内
容が読み取り
にくい。

看板が樹木に覆われ
てしまっている。

藤岡地域会議から

市に提案した二つ

の事業計画を紹介

します。

渡良瀬遊水地のキャラク
ターには、イベント等でお
なじみのHearts 姫（ハー
ツひめ）やWatarase712
（わたらせナイツ）の他に、
たくさんの仲間がいます。
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地域予算事業計画書２
事業名「田中正造翁銅像周囲整備事業」

何が課題なのか？

事業の概要は？

○昭和 53 年に建立された田

中正造翁銅像を訪れる人は、

渡良瀬遊水地がラムサール条

約登録湿地となった後、特に

増えている。

　しかし、上段にある顕彰碑

を見るためには、階段を上が

らなければならない。

○内容

　銅像碑文を標示した標示板

を階段下に設置する。

○事業費

　990 千円

▲「田中正造翁銅像」
　藤岡文化会館正面駐車場県道沿いに設置
されている。

▲「銅像脇に設置されている顕彰碑」
　田中正造翁の出生から死去までが刻まれて
おり、訪れる見学者にとって価値が高い。

階段を上がらないと、せっかくの顕
彰碑の碑文を読むことができない。

見学者に優しい
場所になると良
いですね。

提案した事業は、今後、

市の予算化の手続きを

経て、実施へと進んで

いきます。
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【
日
時
】

11
月
24
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

12
月
22
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

１
月
26
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

２
月
23
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

３
月
22
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
～

【
場
所
】
藤
岡
総
合
支
所

　
　
　

 

旧
議
会
棟
２
階
会
議
室

※
会
議
は
、
臨
時
に
開
催
又
は
非
開
催
が

　

決
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
開

　

催
の
有
無
を
左
記
に
て
ご
確
認
い
た
だ

　

い
た
上
で
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
議
は
非
公
開
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

・
藤
岡
地
域
の
課
題
の
整
理
に

つ
い
て
（
地
域
予
算
提
案
制
度
）

・
栃
木
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

▽
協
議
の
結
果
、
田
村
孝
子
委
員
を

推
薦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
任
期
：
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
）

・
事
業
内
容
に
つ
い
て
（
地
域

予
算
提
案
制
度
）

・
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
つ
い
て
（
情
報
提
供
）

（
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
）

・
事
業
計
画
書
案
に
つ
い
て
（
地

域
予
算
提
案
制
度
）

・
部
会
の
設
置
に
つ
い
て

▽
次
の
二
つ
の
部
会
の
設
置
と
委

員
の
所
属
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
佐
野
藤
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
事
業
費
に
つ
い
て
（
報
告
）

（
産
業
基
盤
整
備
課
）

・
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
（
地

域
予
算
提
案
制
度
）

・
栃
木
市
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
く
栃
木
市
市
民
会
議
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

▽
協
議
の
結
果
、
田
中
廣
副
会
長
を

推
薦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
任
期
：
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
）

会
議
報
告

第
３
回
藤
岡
地
域
会
議

（
７
月
14
日
開
催
）

第
４
回
藤
岡
地
域
会
議

（
７
月
28
日
開
催
）

第
５
回
藤
岡
地
域
会
議

（
８
月
11
日
開
催
）

第
６
回
藤
岡
地
域
会
議

（
９
月
８
日
開
催
）

藤岡地域の人口

　総数　　　 16,358人
　　男　　　　8,119人
　　女　　　　8,239人
世帯数　　　5,816世帯
　※外国人登録者を含む
　（平成27年9月末現在）

　
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪

雨
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
50
年
に
一
度
」
と
表
現
さ
れ
る

豪
雨
に
よ
る
災
害
の
発
生
か
ら
、

２
か
月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
藤
岡
地
域
で
は
、
広
範
囲
に
わ

た
る
浸
水
に
よ
り
、
１
人
の
方
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
家
屋
、

学
校
、
道
路
な
ど
に
甚
大
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
全
国
的
に
も
異
常
気

象
の
発
生
が
頻
繁
で
あ
り
、
大
地

震
の
発
生
に
つ
い
て
も
警
鐘
が
鳴

ら
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
期
せ
ず
し
て
、
防
災
週
間(

平

成
27
年
８
月
30
日
～
９
月
５
日)

の
直
後
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ

た
今
回
の
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、

藤
岡
地
域
を
災
害
に
強
い
地
域
に

す
る
た
め
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
出
来
事
か
ら

地
域
会
議
開
催
予
定
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傍聴

できます♪


